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審　　査　　の　　要　　旨
　最近ハイパーバレンシーという概念が導入されて，従来3d軌道を用いた3・p3dあるいは3・p3d2
の混成軌道を用いたと考えられて釆た結合概念が新しく，π一ハイパーバレント化合物としてはチオ
カルボニルS一イミドとか，チオカルボニルスルフィンなど，サルフランのようなσ一型ハイパーバ
レント化合物というようにすべて3p軌道の重なりによる結合概念で三価や四価硫黄化合物の結合が
説明されるようになって釆た。その申でこの著者の見出した新しい型のπ一型ハイパーバレント化合
物であるチオカルボニルS一イミド化合物のうち，主としてベンゾー1，2一ジチオールー3一チオ
ン（トリチオン）のチオカルボニルS一イミドを用いて，その熱転位反応，アミンとの反応，三価リ
ン化合物との反応，ハライドとの反応，チオールとの反応のような求核試剤との反応，およびアシ
ル・ハライドのような親電子試剤との反応を詳細に検討し，生成物の検索とか，反応速度の測定と
か，その他いろいろな条件を変えての反応の様子を調べることにより，見出されて来た新しい数々の
反応の機構を次々と解明して行っている。それらの研究の詳細が1章から7章までにまとめられてい
る。8章から11章までは，硫黄と同族のセレンを申心原子にもつσ一型ハイパーバレント化合物，
主としてセレニュランを用いたり，経由して進む新しい反応を検討していた結果がまとめられてい
る。その申で従来光学分割もされた事がないし，光学活性体が未だ得られたことのないセレノニウ
ム・イリドを不斉誘導によって光学活性として始めて合成的に得られている。これは特筆されよう。
そしてまたセレノキシドとかセレノニウムイミドからの何れからも容易にセレノニウムイリドが得ら
れる事を明かにして，新しい合成法が確立されたことになる。最後の章にあるホスフィンセレニドに
よるセレノキシドの還元で，、洋細な1ア体化学の研究からリン原子のヒでのエクアトリアルーエクアト
ッアルの伽貯から附換反応がおこる珍らしい可能性が指摘されている。
　既に学術雑．誌に1傲報作されているトに未発表の研究を加えられ大変な壮の研究内容であって，し
かも一つ一つがそれぞれ高い内容のあるもので二価の硫黄ヒでの反応，三，四価のセレン．ヒでの置換
反応の機榊の解明，．1ツ1休化学に残って行く研究である。
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　著者が7年間コツコツと丁寧な研究を一して釆た努カの結晶であって，いずれの章に書かれた研究も
手をぬいていない磨かれた仕事である。しかも一その一つ一つはすべてつながりがあって，これがまと
められると集大成されて，一つの分野が生れて来て，この専門分野で確固とした地位を得られるに到
ってくる。この研究はそのような地位にあるものである。既に発表されているいくつかの論文は現在
ずい分内外に引用されているが，これからもしばらくこの論文の内容は広く引用されよう。それだけ
の重要度の高い貢献をこの研究はしている。
　上記の論文審査と最終試験の結果，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格があるものと認め
る。
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